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６月28日､ 県教育委員会主催の青森
教育フォーラムが､ 荒馬の里活性化セ
ンターで開催されました｡
当日は､ 小・中学校等教育関係者40

名が参加し､ 青森県田村充治教育長か
らあいさつ後､ 各学校代表者による意
見発表が行われました｡
意見交換会では､ 参加した保護者か

ら､ 現在行われている ｢放課後子ども
教室｣ の継続や青森北高校今別校舎の
存続などについて､ 県や町関係者と熱
心に意見交換を行っていました｡
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春
の
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
が
、
７
月
１
日
、
３
日
、
８
日

に
、
今
別
中
学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

毎
年
同
時
期
に
開
催
さ
れ
て
い
る
こ

の
大
会
は
、
簡
単
に
で
き
る
軽
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
町
民
の
体
力
増
進
と
親
睦
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
全
６
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。参

加
し
た
み
な
さ
ん
は
、
日
頃
の
運

動
不
足
を
解
消
し
な
が
ら
、
気
持
ち
の

良
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
！

優
勝

た
け
の
こ
チ
ー
ム

２
位

マ
マ
さ
ん
チ
ー
ム

３
位

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ム
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この度､ 第42回青森県手をつなぐ育
成会研修会において､ 川村一友さん
(浜名) が､ 青森県知事障害者スポー
ツ表彰を受賞しました｡
川村さんは､ 昨年､ 秋田県で開催さ

れた､ 全国障害者スポーツ大会陸上競
技､ 100ｍ・200ｍの２種目で優勝した
功績が認められたものです｡
受賞を小鹿町長へ報告し､ ｢今年も

全国大会へ出場しますが､ 昨年より良
いタイムを目指して頑張ります｣ と次
の全国大会に向けて､ 抱負を述べてい
ました｡
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教
育
委
員
会
主
催
の
荒
馬
っ
子

ス
ク
ー
ル
野
外
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

が
、
７
月
30
日
か
ら
31
日
ま
で
の

２
日
間
、
海
峡
の
家｢

ほ
ろ
づ
き｣

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
39
人
の
児
童
は
、
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
作
り
や
流
し
ソ
ー
メ

ン
体
験
、
海
水
浴
や
野
外
ゲ
ー
ム

で
楽
し
み
ま
し
た
。

創
作
活
動
で
は
、
講
師
に
県
梵

珠
少
年
自
然
の
家
の
職
員
か
ら
、

梵
珠
ブ
ー
メ
ラ
ン
や
知
恵
の
輪
ウ
ッ

ド
ク
ラ
フ
ト
の
作
り
方
や
遊
び
方

を
教
え
て
も
ら
い
、
自
分
で
作
っ

た
ブ
ー
メ
ラ
ン
を
飛
ば
し
た
り
し

て
遊
び
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
普
段
学
校
や
家

庭
で
は
経
験
で
き
な
い
集
団
生
活

を
体
験
し
、
自
然
に
親
し
ん
だ
子

ど
も
達
は
、｢

み
ん
な
で
食
べ
る

食
事
は
お
い
し
い
！
、
家
に
帰
っ

て
か
ら
ブ
ー
メ
ラ
ン
を
作
っ
て
み

た
い｣

な
ど
と
、
様
々
な
体
験
を

し
た
研
修
会
を
振
り
返
り
、
興
奮

し
た
様
子
で
感
想
を
述
べ
て
い
ま

し
た
。
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今
年
度
、
放
課
後
子
ど

も
教
室
は
１
年
生
７
名
が

加
わ
り
、
総
勢
36
名
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
今
年
も

青
森
北
高
校
今
別
校
舎
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
員
の
み

な
さ
ん
も
週
一
回
参
加
し

て
、
毎
回
、
汗
だ
く
に
な

り
な
が
ら
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
や
砂
遊
び
、
七
夕
飾
り

や
金
魚
工
作
の
制
作
を
手

伝
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
達
は
お
姉
さ
ん

が
来
て
く
れ
る
日
を
楽
し

み
に
し
な
が
ら
、
毎
回
、

元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
と
教
室
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

放
課
後
子
ど
も
教
室
か

ら
お
願
い
で
す
。
ご
家
庭

で
眠
っ
て
い
る
遊
具
な
ど

あ
り
ま
し
た
ら
、
今
別
中

央
公
民
館
ま
で
、
ご
連
絡

下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
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ふ
る
さ
と
納
税｣

導
入
に
伴
う
寄
付
金
税

額
控
除
な
ど
の
一
部
改
正
。
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郵
便
局
民
営
化
に
伴
う
条
文
の
整
理
。
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
伴
い
、
国
保
税
の

税
額
区
分
に
新
た
に
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
を

加
え
た
も
の
。
現
在
の
税
率
は
変
え
ず
に
調
整
。

�
�
	


#
$
%
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�



戸
籍
法
の
改
正
に
伴
う
条
文
の
整
理
。
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暴
力
団
員
等
の
町
営
住
宅
入
居
規
制
の
た
め

の
改
正
。

専
決
１
件
を
含
む
平
成
20
年
度
一
般
会
計
及

び
特
別
会
計
各
会
計
の
補
正
予
算
の
概
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。
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0
1
�

2
�
3
4
�
5
6
7
�

後
期
高
齢
者
支
援
金
と
老
人
保
健
医
療
費
拠

出
金
の
歳
出
を
調
整
。

�
�
8
,
-
2
�
3
4

歳
出
に
巡
回
バ
ス
運
転
手
賃
金
２
、
６
１
０

千
円
、(

仮
称)

い
ま
べ
つ
秋
ま
つ
り
実
行
委

員
会
交
付
金
２
、
５
０
０
千
円
、
融
雪
溝
新
設

工
事
１
８
、
７
０
０
千
円
、
広
域
消
防
事
務
組

合
負
担
金
４
、
４
６
９
千
円
な
ど
３
４
、
７
２

２
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
２
、
１
１
２
、

５
８
９
千
円
と
し
た
も
の
。
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0
1
�
2
�
3
4

�
5
9
7
�

歳
入
に
療
養
給
付
費
交
付
金
３
、
４
５
６
千

円
を
追
加
し
、
予
備
費
を
増
額
。
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<
=
0
1
�
2
�
3

4

診
療
所
内
の
施
設
修
繕
料
と
し
て
３
５
９
千

円
を
計
上
。
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+
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@
A
B
C
.
/

0
1
�
2
�
3
4

職
員
異
動
に
伴
う
給
料
ほ
か
７
、
０
０
４
千

円
を
減
額
。

�
D
E
F
G
.
/
+
	
,
-
2
�
3
4

高
利
率
の
起
債
借
換
え
に
伴
う
償
還
元
金
及

び
利
子
１
１
、
４
８
４
千
円
を
減
額
し
、
予
備

費
を
増
額
。

H
I

平
成
18
年
度
の
連
結
実
質
赤
字
比
率
が

町
の
予
測
で
は
23
・
６
％
で
あ
っ
た
が
、
新
聞

報
道
で
は
18
・
８
％
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
４
・
８
％
の
差
は
ど
の
よ
う
な
理
由
か
。

ま
た
、
19
年
度
の
財
政
健
全
化
計
画
の
実
施

に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た
の
か
。

さ
ら
に
、
今
後
の
連
結
実
質
赤
字
比
率
は
ど
の

よ
う
に
改
善
さ
れ
、
平
成
20
年
度
の
見
通
し
は

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�
�

�
�

町
の
健
全
化
計
画
は
19
年
３
月
か

ら
４
月
に
作
成
し
た
も
の
で
、
そ
の
時
点
で
は

18
年
度
決
算
が
確
定
し
て
お
ら
ず
、
連
結
実
質

赤
字
比
率
は
見
込
み
で
出
し
た
も
の
で
す
。
そ

の
後
の
新
聞
報
道
は
、
18
年
度
決
算
が
確
定
し

県
へ
報
告
し
た
数
値
を
基
に
し
た
も
の
で
あ
り
、

見
込
み
と
の
差
が
４
・
８
％
あ
っ
た
こ
と
を
ご

理
解
願
い
ま
す
。

町
民
・
職
員
・
議
員
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ

り
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
は
健
全
化
計
画
と
比

べ
８
ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
の
改
善
の
見
込
み
で
す
。

平
成
20
年
度
も
計
画
以
上
の
改
善
は
で
き
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

H
I

町
の
老
人
福
祉
施
設
や
保
育
所
は
、
町

の
財
政
の
危
機
的
状
態
を
作
り
出
し
ま
し
た
。

町
で
は
保
育
所
を
平
成
17
年
度
に
民
間
移
譲
し
、

老
人
ホ
ー
ム
等
は
昨
年
度
に
民
間
移
譲
し
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
引
き
受
け
側
の｢

双
樹
苑｣

の
経

営
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

�
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�
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民
間
移
譲
の
引
き
受
け
側
の

そ
の
後
に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年
度
中
に
土
地

売
却
代
金
８
千
万
円
が
町
へ
収
入
済
み
で
あ
り
、

残
り
は
平
成
20
年
度
に
収
入
予
定
と
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
経
営
に
つ
い
て
も
順
調
の
よ

う
で
あ
り
ま
す
。

H
I

青
森
地
域
広
域
消
防
事
務
組
合
は
、
青

森
市
と
上
磯
地
区
の
５
町
村
の
合
意
に
よ
り
設

立
さ
れ
ま
し
た
が
、
設
立
当
初
と
比
べ
人
口
の

著
し
い
減
少
と
、
膨
大
な
経
費
負
担
を
考
え
た

場
合
、
早
急
に
改
善
を
考
え
る
べ
き
と
思
う
が

ど
う
か
。

ま
た
、
現
在
の
分
署
の
体
制
で
は
出
動
す
る

人
員
が
２
人
に
な
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、

そ
の
対
策
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

�
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ご
指
摘
の
よ
う
に
、
経
費
負
担
が

財
政
に
与
え
る
影
響
は
大
き
く
な
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
構
成
３
町
村
で
経
費
削
減
に
つ

い
て
協
議
し
て
き
ま
し
た
が
、
思
う
よ
う
に
削

減
に
至
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
消
火
部
門
の

統
廃
合
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
具
体
的
な
改
善

策
に
つ
い
て
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

分
署
の
職
員
体
制
に
つ
い
て
は
、
退
職
者
が

予
定
よ
り
１
人
多
か
っ
た
た
め
に
窮
屈
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
を
解
消
す
る
た
め
に
も
早

い
時
期
の
統
合
を
進
め
る
協
議
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

H
I

町
の
小
・
中
学
校
の
児
童
、
生
徒
の
減

少
は
も
は
や
極
限
に
達
し
て
い
ま
す
。

小
・
中
学
校
の
統
合
も
視
野
に
入
れ
て
検
討

す
る
時
期
に
き
て
い
る
と
考
え
ま
す
が
、
教
育

委
員
会
の
見
解
を
求
め
ま
す
。

学
校
図
書
及
び
教
材
費
と
交
付
金
は
、
国
の

予
算
配
分
に
も
格
差
が
あ
り
、
秋
田
県
や
青
森

県
は
特
に
少
な
い
よ
う
で
す
。
青
森
県
で
も
市

町
村
に
よ
っ
て
差
が
あ
り
ま
す
が
、
今
別
町
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

政
府
は
、
学
校
耐
震
化
へ
の
国
庫
補
助
率
を

引
き
上
げ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
管
内
の
小
・

中
学
校
の
耐
震
診
断
結
果
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
対
策
は
ど
う
か
。

放
課
後
子
ど
も
教
室
に
つ
い
て
は
、
保
護
者

も
大
変
喜
ん
で
い
ま
す
が
、
事
故
等
が
発
生
し

た
と
き
の
責
任
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
ま
た
、

協
力
員
の
処
遇
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

	



�

町
の
児
童
、
生
徒
数
は
平
成
20
年
５

月
現
在
で
小
学
校
105
名
、
中
学
校
59
名
で
す
が
、

平
成
26
年
度
に
は
小
学
校
79
名
、
中
学
校
44
名

に
減
少
す
る
こ
と
が
推
計
さ
れ
ま
す
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
小
、
中
学
校
の
連

携
を
円
滑
に
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
児
童
、
生
徒
の
現
状
と
教
育
課

題
を
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
か
ら
検
討
し
、
国
の
教

育
行
政
の
動
向
を
踏
ま
え
、
今
別
町
の
義
務
教

育
の
将
来
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。学

校
図
書
、
教
材
費
に
つ
い
て
は
学
校
と
協

議
し
、
毎
年
、
整
備
・
充
実
し
て
い
く
方
針
で

あ
り
ま
す
。

校
舎
の
耐
震
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
は
昭
和

56
年
に
改
正
さ
れ
た
新
耐
震
基
準
を
満
た
し
て

お
り
ま
す
。
小
学
校
は｢

鉄
骨
校
舎
は
不
適
格｣

の
判
定
を
受
け
、
普
通
教
室
は
段
階
的
に
木
造

校
舎
に
移
動
し
、
教
育
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

���

�
�

�
�

�
�

�
�

��
��

��
��
��

�
J
K
�
L
M
-
N
�
O
<
�

P
�
Q
R
S
T
U
V

�
�
W
U
X
Y
Z
[
\
]
^
<

=
_
�
`
a
b

�
c
d
e
f
g
f
h
i
.
j
k

l
�
`
a
b

�
m
n
I
o
�
`
a
b

��
��

��
��

��

��������

����������		

��������

��������������������

第
３
７
５
回
定
例
会
は
６
月
13
日
招
集
、
19
日
ま
で
の
７
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
、
17
日
に
は
６
人
の
議
員
か
ら
町
政
全
般
に
わ
た
っ
て
一
般
質
問

が
行
わ
れ
た
。

一
般
質
問
の
途
中
、｢

３
月
定
例
会
の
一
般
質
問
の
発
言｣

に
つ
い
て
緊

急
質
問
が
あ
り
、
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
議
会
運
営
委
員
会
が
開
か
れ
た
。

翌
18
日
の
本
会
議
で
は
、
議
案
審
議
に
先
立
ち
、
問
題
と
さ
れ
た
発
言
に
つ

い
て
議
会
運
営
委
員
会
の
報
告
が
あ
り
、
福
士
議
員
が
深
く
反
省
す
る
と
述

べ
て
陳
謝
し
た
。

議
案
審
議
で
は
、
今
別
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
な
ど
、
報
告
１
件
、
専
決
報
告
２
件
、
条
例
４
件
、
そ
の
他
３
件
、
平
成

20
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
補
正
予
算
５
件
を
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お

り
承
認
・
可
決
し
、
会
期
を
１
日
繰
り
上
げ
て
18
日
閉
会
し
た
。
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裁
判
員
制
度
対
応
シ
ス
テ
ム
導
入
の
委
託
料

３
７
８
千
円
を
20
年
度
に
繰
越
し
た
も
の
。
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国
道
２
８
０
号
鬼
泊
ト
ン
ネ
ル
付
近
の
国
道

拡
幅
用
地
を
編
入
。
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}構

成
団
体
と
議
員
数
を
変
更
し
た
も
の
。
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構
成
団
体
を
変
更
し
た
も
の
。
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今
後
、
児
童
・
生
徒
の
減
少
が
推
測
さ
れ
る
中
、

総
合
的
・
体
系
的
な
施
策
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

放
課
後
子
ど
も
教
室
は
、
放
課
後
の
子
ど
も

た
ち
の
安
全
・
安
心
で
健
や
か
な
活
動
場
所
の

確
保
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
19

年
度
か
ら
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
事
故
等

が
発
生
し
な
い
よ
う
見
守
り
し
て
い
ま
す
が
、

万
が
一
の
時
の
た
め
に
団
体
保
険
に
加
入
し
て

い
ま
す
。

�
�

現
在
の
過
疎
法
は
平
成
22
年
３
月
で
終

了
と
な
り
ま
す
。
北
海
道
新
幹
線
開
通
に
よ
る

｢(

仮
称)

奥
津
軽
駅｣

の
開
業
や
、
駅
前
広
場

の
整
備
な
ど
の
財
源
に
は
限
界
が
あ
り
、
過
疎

法
に
よ
る
過
疎
債
の
活
用
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
の
対
応
は
ど
の
よ
う

に
な
る
の
か
伺
い
ま
す
。

�
�

�
�

山
村
過
疎
地
域
振
興
連
盟
県
支
部

理
事
会
に
お
い
て
、
法
律
の
延
長
を
求
め
る
こ

と
で
一
致
し
ま
し
た
。
過
疎
債
は
、
当
町
の
地

域
振
興
に
お
い
て
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
財

源
で
あ
り
、
21
年
度
で
終
了
す
る
こ
と
は
大
き

な
打
撃
で
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
法
律
の
延
長
に
向
け
た
取
り
組
み

を
強
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

�
�

北
海
道
新
幹
線
開
業
に
向
け
た
対
策
は

ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
の
か
。

今
後
の
町
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
も
、
ナ

マ
コ
、
モ
ズ
ク
等
の
海
藻
類
の
増
殖
へ
の
積
極

的
な
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

農
業
振
興
対
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
野
菜

等
の
試
験
栽
培
の
成
果
と
、
今
後
の
計
画
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

�
�

�
�

ご
質
問
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
に
新
幹
線
担
当
部
署
の
新
設
や
研
究

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
て
研
修
し
、
議
会
に
設
置

さ
れ
た
特
別
委
員
会
と
情
報
交
換
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

今
年
度
は
駅
前
広
場
の
整
備
を
中
心
と
し
た

調
査
を
行
い
、
基
本
構
想
を
策
定
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
と
併
せ

｢(

仮
称)

地
域

活
性
化
検
討
会
議｣

を
立
ち
上
げ
る
準
備
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

�
�

�
�

�
�

海
藻
類
等
の
増
殖
の
取
り
組

み
と
し
て
、
モ
ズ
ク
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
も

町
単
独
補
助
を
行
い
、
一
定
の
効
果
を
得
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

ナ
マ
コ
に
つ
い
て
も
、
モ
ズ
ク
と
同
様
に
町

単
独
補
助
事
業
と
し
て
採
択
し
、
稚
仔
の
放
流

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
を
活
用
し
た
試
験
栽
培
に
つ

い
て
は
、
冬
期
間
は
寒
ぢ
め
ほ
う
れ
ん
草
、
春

か
ら
秋
は
ア
ス
パ
ラ
立
茎
栽
培
が
行
わ
れ
て
お

り
、
あ
る
程
度
の
成
果
が
見
え
て
き
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
ア
ス
パ
ラ
の
普
及
拡
大
を
目
指
し
、

苗
の
斡
旋
を
計
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

�
�

道
路
特
定
財
源
の
問
題
で
工
事
の
発
注

が
遅
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
国
道
280
号
砂
ケ
森

特
殊
改
良
工
事
と
し
て
６
千
万
円
が
予
算
化
さ

れ
た
よ
う
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
工
事
な
の
か

伺
い
ま
す
。

ま
た
、
大
泊
漁
港
の
１
億
円
の
工
事
の
概
要

を
詳
し
く
説
明
願
い
ま
す
。

�
�

�
�

�
�

ご
質
問
の
工
事
は
、
奥
平
部

地
区
か
ら
砂
ケ
森
地
区
ま
で
今
年
度
新
た
に
採

択
さ
れ
た
区
間
の
事
業
で
、
今
年
度
は
調
査
、

測
量
、
設
計
と
進
み
具
合
に
よ
っ
て
は
一
部
用

地
補
償
ま
で
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

大
泊
漁
港
に
つ
い
て
は
、
西
側
護
岸
の
嵩
上

げ
並
び
に
そ
の
背
後
に
消
波
工
を
設
置
す
る
も

の
で
す
。

�
�

今
年
４
月
か
ら
は
じ
ま
っ
た
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
は
、
評
判
が
悪
く
、
説
明
不
足
も

あ
っ
て
ほ
と
ん
ど
の
人
が
反
対
を
唱
え
て
い
る

状
況
で
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
町
で
は
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
後
期
高
齢
者
に
該
当
す
る
人
数
は
町

内
で
ど
の
く
ら
い
か
。
さ
ら
に
、
前
期
高
齢
者

の
保
険
制
度
と
本
人
の
医
療
負
担
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。
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制
度
に
つ
い
て
は
、
老
人
ク

ラ
ブ
等
へ
の
出
前
説
明
会
を
実
施
し
て
、
ご
理

解
い
た
だ
く
よ
う
対
応
し
て
お
り
ま
す
。
当
町

の
該
当
人
数
は
５
月
１
日
現
在
で
786
人
で
す
。

前
期
高
齢
者
の
本
人
負
担
は
、
65
歳
か
ら
69

歳
ま
で
の
方
と
現
役
並
み
の
所
得
の
方
は
３
割
、

現
役
並
み
所
得
以
外
の
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の

方
は
各
保
険
者
が
発
行
す
る
高
齢
受
給
者
証
を

提
示
す
る
こ
と
で
２
割
と
決
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

平
成
21
年
３
月
ま
で
は
１
割
に
据
え
置
か
れ
て

い
ま
す
。

�
�

水
道
会
計
は
単
年
度
収
支
赤
字
が
長
く

続
き
、
や
む
な
く
水
道
料
金
の
値
上
げ
と
な
っ

た
わ
け
で
す
が
、
そ
の
結
果
と
し
て
収
支
は
ど

の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
今
後
の
見

通
し
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

�
�

�
�

�
�

水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、
10

年
ぶ
り
に
料
金
改
定
を
行
い
ま
し
た
。
平
成
19

年
９
月
徴
収
分
か
ら
の
改
定
で
、
18
年
度
収
支

と
比
較
し
た
場
合
、
300
万
円
ほ
ど
の
増
収
で
し

た
。19
年
度
は
、一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に
よ
っ

て
単
年
度
収
支
は
黒
字
と
な
る
見
込
み
で
す
。

今
後
の
見
通
し
と
し
て
は
、
今
年
度
は
料
金

改
正
に
よ
る
増
収
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
来
年

度
以
降
は
給
水
人
口
の
増
を
見
込
め
な
い
こ
と

か
ら
、
年
々
、
減
収
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
�

こ
れ
ま
で
に
原
燃
サ
イ
ク
ル
事
業
交
付

金
と
し
て
５
年
間
で
６
千
500
万
円
を
受
け
ま
し
た
。

今
年
度
が
最
終
年
度
で
、
融
雪
溝
水
量
確
保

の
た
め
の
地
下
水
掘
削
、
八
幡
町
地
区
道
路
改

良
、
二
股
地
区
傾
斜
地
の
補
修
工
事
が
予
算
化

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
来
年
度
か
ら
の

交
付
金
は
あ
る
の
か
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

�
�
�
�

原
燃
サ
イ
ク
ル
特
別
対
策
事
業
は
、

今
年
度
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
地
域
の
活
性
化
に
大
き

く
寄
与
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
21
年
度
以

降
も
継
続
し
て
い
た
だ
く
よ
う
強
く
要
望
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

�
�

町
長
は
日
ご
ろ
か
ら
、
町
民
に
明
る
く

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

三
大
祭
り
を
提
唱
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
三

大
祭
り
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。


	

�

町
の
三
大
祭
り
と
は
、
町
観
光
協
会

が
主
催
す
る

｢

海
峡
い
ま
べ
つ
春
ま
つ
り｣

と

｢

荒
馬
ま
つ
り｣

、
町
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
が

中
心
と
な
っ
て
開
催
し
て
い
る

｢

産
業
と
文
化

の
ま
つ
り｣

で
あ
り
ま
す
。

今
年
の

｢

産
業
と
文
化
の
ま
つ
り｣

は
、
町

商
工
会
の
商
工
ま
つ
り
も
一
緒
に
開
催
さ
れ
る

予
定
で
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
と
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

�
�

平
成
16
年
度
に
八
幡
町
地
区
か
ら
は
じ

ま
っ
た
融
雪
溝
整
備
事
業
は
、
順
調
に
進
み
住

民
か
ら
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
村
元

地
区
、
西
田
地
区
の
工
事
が
完
成
す
る
よ
う
望

む
も
の
で
す
が
、
今
年
度
は
ど
こ
の
地
区
を
着

工
す
る
の
か
伺
い
ま
す
。

�
�
�
�

�
�

融
雪
溝
整
備
は
、
昨
年
度
ま

で
に
今
別
の
逗
子
地
区
、
後
町
地
区
を
順
次
整

備
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
道
路
特
定
財

源
の
関
係
で
遅
れ
て
い
ま
す
が
、
着
工
場
所
を

検
討
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

�
�

旧
今
別
橋
の
村
元
側
の
坂
道
は
、
幅
も

狭
く
カ
ー
ブ
も
き
つ
く
反
対
側
に
進
む
に
は
大

変
困
難
で
す
。
一
刻
も
早
く
改
善
を
図
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
願
う
も
の
で
す
が
、
町
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

�
�
�

�
�

�

ご
質
問
の
箇
所
は
、
幅
も
狭

く
車
が
反
対
側
に
曲
が
り
に
く
い
こ
と
は
承
知

し
て
お
り
ま
す
。
拡
幅
で
き
れ
ば
最
善
と
考
え

て
お
り
、
地
権
者
と
の
交
渉
を
進
め
な
が
ら
努

力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�
�

３
月
の
定
例
会
の
一
般
質
問
で
、｢

住

民
は
傲
慢
な
独
裁
政
治
に
あ
き
れ
果
て
、
心
は

完
全
に
離
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
辺
で
身
を
引
い

て
後
進
に
道
を
託
す
べ
き
で
は
な
い
か｣

と
い

う
発
言
が
あ
り
ま
し
た
が
、
町
長
は
こ
れ
に
対

し
ど
の
よ
う
な
見
解
か
。

	
�

私
は
、
町
民
の
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら

厚
い
信
頼
と
絶
大
な
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

町
政
の
運
営
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
住
民
に
要

ら
ぬ
心
配
を
か
け
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

町
議
会
選
挙
の
結
果
を
見
て
も
、
町
民
の
皆

さ
ん
が
良
識
と
信
頼
を
持
っ
て
将
来
の
町
政
を

託
す
議
員
を
選
出
し
た
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
私
の
町
政
運
営
を
信
頼
し
、
支
持
し
て

く
れ
た
証
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

�
�

中
国
の
四
川
省
で
大
地
震
が
発
生
し
、

大
き
な
被
害
が
出
た
と
こ
ろ
で
す
。
わ
が
国
で

も
先
日
、
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
が
発
生
し
て

お
り
ま
す
。

六
ヶ
所
村
の
原
燃
施
設
の
直
下
に
未
知
の
活

断
層
が
あ
る
と
、
大
学
教
授
の
発
表
が
あ
り
ま

し
た
が
、考
え
る
だ
け
で
も
恐
ろ
し
い
こ
と
で

す
。
わ
が
町
で
も
防
災
訓
練
を
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
中
国
四
川
省
の
地
震
で
は
、
学
校
の

倒
壊
に
よ
り
子
供
た
ち
が
多
く
犠
牲
に
な
り
ま
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し
た
。
今
別
小
学
校
の
木
造
校
舎
も
早
く
耐
震

化
の
補
強
工
事
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

�
�

�
�

当
町
で
は
、
大
規
模
な
地
震
が
発

生
し
た
場
合
に
備
え
、
今
別
町
地
域
防
災
計
画

を
作
成
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
、
地
震
が
発

生
し
た
と
き
の
具
体
的
な
対
策
等
を
載
せ
て
お

り
ま
す
。

防
災
訓
練
、
避
難
訓
練
は
平
成
15
年
に
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
以
後
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

緊
急
事
態
に
お
け
る
各
町
村
の
連
携
と
、
年
間

を
通
し
て
の
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
研

修
、
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

�
�

�

小
学
校
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、
厳

し
い
財
政
の
中
に
お
い
て
将
来
構
想
を
策
定
し
、

計
画
的
に
構
想
を
実
現
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

�
�

テ
レ
ビ
で
、
少
子
化
対
策
に
取
り
組
ん

で
大
き
な
成
果
を
上
げ
た
町
が
紹
介
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
田
舎
の
漁
師
町
で
、
若
い
後
継
者
も

安
定
し
た
収
入
を
得
て
お
り
、
町
外
へ
出
た
若

い
夫
婦
の
Ｕ
タ
ー
ン
族
も
増
え
て
い
る
そ
う
で

す
。町

の
活
性
化
の
た
め
に
は
、
少
子
化
に
ブ
レ
ー

キ
を
か
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
地

場
産
業
の
育
成
、
雇
用
の
場
の
促
進
に
力
を
入

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
町
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

�
�

�
�

定
住
に
は
、
安
定
し
た
収
入
が
第

一
の
要
件
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
働
く
場
の
創
設
や
企
業
誘
致
が
有
効
で
あ

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。町
で

は
企
業
用
地
の
確
保
や
、税
の
優
遇
措
置
を
図

る
制
度
も
整
備
し
て
い
ま
す
が
、
成
果
に
結
び

つ
い
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

引
き
続
き
、
子
育
て
環
境
や
教
育
環
境
な
ど
、

生
活
全
般
の
整
備
・
改
善
に
努
め
て
い
く
考
え

で
お
り
ま
す
。

�
�

最
近
、
町
議
会
議
員
の
強
制
わ
い
せ
つ

や
裁
判
官
の
ス
ト
ー
カ
ー
容
疑
な
ど
の
事
件
が

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
親
族
間
殺
人
な

ど
の
事
件
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

幸
い
に
当
町
で
は
こ
の
よ
う
な
問
題
は
聞
い

て
い
ま
せ
ん
が
、
町
職
員
の
人
間
と
し
て
の
モ

ラ
ル
、
倫
理
観
に
つ
い
て
定
期
的
に
研
修
す
る

場
を
作
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
小
・
中
学
校
で
は
社
会
の
倫
理
を
学

ぶ
科
目
が
あ
る
の
か
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

�
�

�
�

職
員
の
資
質
向
上
の
た
め
に
採
用

時
か
ら
新
任
者
研
修
に
は
じ
ま
り
、
各
種
研
修

に
参
加
さ
せ
て
い
ま
す
。
今
後
も
時
期
や
手
法

を
変
え
て
研
修
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い
く

努
力
を
し
、
さ
ら
に
職
員
の
資
質
向
上
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�
�

�

学
校
教
育
の
中
で
、
他
人
を
思
い
や

る
心
、
善
悪
の
判
断
な
ど
の
倫
理
性
を
身
に
つ

け
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

倫
理
に
近
い
科
目
と
し
て
は
、
道
徳
が
あ
り

ま
す
。

�
�

４
月
１
日
か
ら
問
題
の
多
い
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
75

歳
に
な
っ
た
ら
医
者
に
か
か
る
な
と
い
う
差
別

医
療
で
す
。
75
歳
に
な
る
と
こ
の
制
度
に
入
れ

ら
れ
、
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
扶
養
家
族
で
い

ま
ま
で
支
払
う
必
要
の
な
か
っ
た
人
も
、
す
べ

て
の
方
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
保
険

料
は
２
年
ご
と
に
見
直
し
さ
れ
、
自
動
的
に
引

き
上
が
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

見
通
し
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
滞
納
者
の
保
険
証
の
取
り
上
げ
は
す

べ
き
で
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
さ
ら
に
、

地
域
座
談
会
で
は
ど
の
よ
う
な
説
明
を
行
っ
た

の
か
伺
い
ま
す
。

政
府
も
見
直
し
を
表
明
し
て
い
ま
す
が
、
見

直
し
で
は
な
く
廃
止
し
、
元
の
制
度
に
戻
す
主

張
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

�
�

	



�
�

保
険
料
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
広
域
連
合
で
も
言
及
し
て
い
な
い
と
こ
ろ

で
す
。
ま
た
、
滞
納
者
の
保
険
証
の
件
で
す
が
、

納
期
限
よ
り
１
年
経
過
す
る
ま
で
に
納
付
し
な

い
方
に
対
し
て
は
、
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合

を
除
い
て
資
格
証
明
書
を
交
付
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

地
域
座
談
会
で
は
、
前
の
老
人
医
療
制
度
と

今
回
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と
の
違
い
を
説

明
し
て
お
り
ま
す
。

町
と
し
て
は
、
国
の
制
度
に
中
止
や
廃
止
を

言
う
べ
き
立
場
に
な
い
こ
と
を
ご
理
解
願
い
ま
す
。

�
�

町
お
こ
し
の
た
め
に
活
性
化
検
討
委
員

会
を
立
ち
上
げ
る
よ
う
で
す
が
、
検
討
委
員
会

は
中
間
報
告
も
行
い
、
開
か
れ
た
検
討
委
員
会

に
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
計
画
の
柱
は
で
き
て
い
る
の
か
、
さ

ら
に
、
町
民
の
代
表
も
入
れ
る
と
い
う
が
、
基

本
方
針
は
で
き
て
い
る
の
か
。

そ
し
て
検
討
委
員
会
の
立
ち
上
が
り
は
い
つ

な
の
か
、
具
体
的
に
答
弁
願
い
ま
す
。

�
�

�
�

仮
称
で
は
あ
る
が
、｢

今
別
町
地

域
活
性
化
検
討
会
議｣

の
立
ち
上
げ
に
向
か
っ

て
内
部
の
体
制
づ
く
り
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

中
間
報
告
を
行
い
、
開
か
れ
た
委
員
会
に
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
身
の
丈
に
あ
っ
た
実
効
性

の
あ
る
活
動
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
か
ら
、
積

極
的
に
中
間
報
告
を
し
公
表
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

委
員
構
成
は
、
公
募
に
よ
る
参
加
や
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
の
関
係
者
、
団
体
の
構
成
員
な
ど
を

考
え
て
い
ま
す
。

立
ち
上
げ
の
時
期
は
、
夏
祭
り
の
後
を
目
途

に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

�
�

熊
谷
商
店
前
か
ら
駅
前
に
通
じ
る
町
道

は
、
現
状
で
は
危
険
を
感
じ
る
箇
所
で
あ
り
ま

す
。
新
し
い
道
路
が
検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
住
民
へ
の
対
応
を
考
え
た
抜
本
的
な
改

善
が
必
要
と
思
い
ま
す
。
町
の
考
え
は
ど
う
か

伺
い
ま
す
。

�
�


�

�
�

ご
質
問
の
道
路
は
、
取
り
付

け
部
分
が
急
勾
配
で
斜
め
に
な
っ
て
お
り
、
危

険
な
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
、

整
備
予
定
で
あ
り
測
量
、
設
計
を
委
託
し
改
善

に
向
け
た
工
法
が
で
き
次
第
、
関
係
機
関
と
協

議
し
実
施
い
て
い
く
考
え
で
す
。

�
�

新
町
、
逗
子
地
区
の
融
雪
溝
水
量
確
保

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
何
度
も
要
求
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
住
民
が
安
心
で
き
る
整
備
計

画
を
示
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

�
�

�

�
�

シ
ー
ズ
ン
当
初
は
水
量
の
調

整
が
難
し
く
、
昨
年
ま
で
に
上
流
水
路
の
決
壊

箇
所
等
を
調
査
し
な
が
ら
、
水
量
確
保
の
た
め

計
画
的
に
整
備
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

水
量
は
確
保
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
内
会
に
は
清
掃
、
土
砂
上
げ
を
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
、
今
後
も
管
理
等
に
つ
い
て
は
、

町
内
会
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

長
島
議
員
か
ら
出
さ
れ
た

｢

３
月
定
例
会
の

一
般
質
問
の
発
言｣

に
関
す
る
緊
急
質
問
に
つ

い
て
、
本
会
議
を
一
時
休
憩
し
、
議
会
運
営
委

員
会
で
取
り
扱
い
を
協
議
し
た
。

福
士
議
員
の
発
言
は
、
議
会
の
規
律
に
抵
触

し
、
懲
罰
に
値
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
懲

罰
動
議
は
会
期
中
に
限
る
も
の
と
の
規
定
か
ら

今
は
時
期
を
過
ぎ
て
お
り
論
議
の
対
象
に
は
で

き
な
い
。
し
か
し
、
議
会
を
混
乱
さ
せ
た
こ
と

は
事
実
で
あ
る
と
し
て
陳
謝
を
求
め
た
と
こ
ろ
、

福
士
議
員
は
陳
謝
し
た
。
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５
月
26
日
、
新
し
い
委
員
に
よ
る
総
務
文
教

常
任
委
員
会
と
産
業
建
設
常
任
委
員
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
平
成
20
年
度

の
重
点
施
策
と
事
業
等
に
つ
い
て
関
係
課
長
か

ら
説
明
を
聞
い
た
後
、
双
樹
苑
の

｢

な
か
や
ま

荘｣

と

｢

ひ
よ
り｣

を
訪
問
し
、
民
間
移
譲
と

な
っ
た
そ
の
後
の
状
況
を
視
察
し
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、
同
じ
く
平
成

20
年
度
の
重
点
施
策
と
県
・
町
の
工
事
計
画
等

の
説
明
を
聞
い
た
後
、
現
地
視
察
を
行
い
、
全

町
の
工
事
予
定
箇
所
を
廻
っ
た
後
に
は
、
佐
六

助
地
区
の
行
者
ニ
ン
ニ
ク
の
畑
も
見
学
し
、
栽

培
方
法
や
今
後
の
出
荷
計
画
な
ど
話
を
聞
き
ま

し
た
。
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４
日

第
３
７
４
回
臨
時
会

18
日
〜
19
日

県
選
出
国

会
議
員
表

敬
訪
問

22
日

東
郡
町
村

議
会
議
長

会
議

23
日

議
会
広
報

委
員
会

P
O

12
日

県
新
幹
線
建
設
促
進
期
成
会
総
会

16
日

東
郡
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総
会

19
日
〜
21
日

全
国
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長

研
修
会

20
日

今
別
町
商
工
会
総
会

26
日

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

Q
O

３
日

県
議
会
議
長
会
臨
時
総
会

８
日

今
別
町
消
防
団
定
期
観
閲
式

９
日

議
会
運
営
委
員
会

13
日
〜
18
日

第
３
７
５
回
定
例
会

17
日

議
会
運
営
委
員
会

18
日

議
会
広
報
委
員
会

27
日

県
知
事
・
県
土
整
備
部
長
ほ
か

訪
問
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夏のレジャーシーズンを迎え､ 行楽地へ車で出かける方も多いと思
います｡ ドライブでストレス発散も結構ですが､ 開放感から ｢ちょっ
と一杯・ついスピード｣ は絶対やめましょう｡
��������	
�

甘く考えてはいませんか？飲酒運転は ｢重大｣ な犯罪です｡
�������������

重大事故や被害者感情などにより､ 社会を挙げての飲酒運転根絶の
気運が高まっています｡
��������������

警察では､ 取締りを継続的に実施していますが､ 取締りや罰則強化
にもかかわらず､ 検挙される人は後を絶ちません｡
����� !���

スピードを控えめに ｢急｣ の付く運転はやめ､ 地域や環境に優しい
運転をしましょう｡

���������������� !"#$

最近､ また振り込め詐欺被害が､ 毎日のように新聞に掲載されてい
ます｡
今別町に居住する方々にも､ ｢総合消費料金未納分請求最終通達書｣
｢民事訴訟継続最終通告書｣ 等と書かれた架空請求書の葉書が送付さ
れてきていますので､ 十分注意をして下さい｡
①身に覚えのないものには絶対に電話をかけないで下さい｡
②すぐに判断して振り込まないで､ 本人に確認して下さい｡
③一人で判断しないで､ 必ず誰かに相談をしましょう｡
外ヶ浜警察署 ２２－２２１１
今別駐在所 ３５－２０２９
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例年７月から９月までの３ヵ月間は､
暑さによる疲労で注意力が散漫になりが
ちなところへ､ 肌の露出が多くなり､ さ
らに発汗により､ 電気が流れやすく､ 感
電事故が多くなります｡
また､ ８月を安全月間と定め､ 電気安
全運動が全国一斉に行われています｡
東北電気保安協会青森事業所
電話 ０１７－７４３－８１８４
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子ども達が夏休みに入り､ 町内各所で花火を楽しんでいる姿を見か
けますが､ 最近､ 花火による漁具被害が発生しています｡
花火は火災等の事故の他､ 危険を伴います

ので次のことに注意しましょう｡
① 燃えやすい物 (漁具等) の側で遊ばない｡
② 消火バケツを準備して確実に消火する｡
③ ゴミは持ち帰る｡
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東北農政局青森農政事務所では､ 食品安全行政を推進するため､ ｢食

品の表示｣ をテーマとして､ 食の安全に関する意見交換会を開催いたし
ます｡
ぜひ､ お気軽に参加してください｡

%& ' ( 平成20年８月29日 (金)
%) * 午後１時30分から午後３時30分
%+ , 外ヶ浜町役場本庁３階大会議室
%- . / 無料
%-.01 定員70名
%2�34 ����������	
�
2��5�67�89:;

東北農政局青森農政事務所
消費生活課
電話 ０１７－７７５－２１５１ (代表)
Fax ０１７－７７７－３２１３
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浄化槽は､ 微生物の動きを利用して汚水を浄化するため､ 適正な維持

管理が必要です｡ そのため､ 法律で次のことが義務付けられています｡
<=3>�?@AB

CDEFGHI

JK=BLGMB�NO&P�QRDEF�

法定検査は､ 浄化槽が適正に維持管理され､ 本来の浄化機能が十分発
揮されているかを判定するものです｡
※法定検査は(社)青森県浄化槽検査センターが行います｡
(連絡先：０１７－７２６－９５００)
なお､ 浄化槽の使用開始時や廃止時､ 使用者が変更になった時などは､
青森環境管理事務所へ報告してください｡
(連絡先：０１７－７３６－９２９２)
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S( ) 平成20年８月14日 (木) 午前10時～
S&'+, 荒馬の里活性化センター
ST U V 昭和63年４月２日～平成元年４月１日生

※名前のもれている方がありましたら､ 町教育委員会
(３５－２１５７) へお知らせ下さい｡

WXY

Z[ \]・梅 田 剛 広 ・木 村 昌 平 ・鈴 木 智 明
・中 嶋 京之郎 ・平 野 康 人 ・三 國 優 輝
・阿 部 磨優子 ・小 嶋 沙都子 ・加賀谷 南
・島 中 奏 枝 ・ 神 菜々穂 ・須 藤 綾 弥
・濱 田 和 子 ・三 潟 かすみ

Z^ Y]・太 田 竜 平
Z_`a]・相 内 厚 柄 ・上 山 勝 ・高 桑 瞬

・村 上 直 道 ・相 内 夏 美 ・蛯 名 春 菜
・小 鹿 美 香 ・高 木 愛 華 ・武 知 花菜子
・田 中 理 美 ・新 岡 美津恵 ・木 村 友 香

Zb c]・上 山 智 生 ・本 郷 康 幸 ・村 川 春 樹
・嶋 中 幸 菜

Zd e]・相 内 さやこ ・小 鹿 しのぶ ・澤 田 咲 希
Zf g]・澤 田 稔 章
Zh i]・田 村 仁
Zjkl]・藤 巻 航 ・� 名 真 衣

・藤 巻 亮 子
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計量器 (はかり) の定期検査を下記の日程で行います｡
この検査は､ 計量法に基づき２年に１回実施する法定検査で､ 取引

や証明に使用している場合は､ 必ず受けなければなりません｡
検査の届出もなく検査を受けない場合は､ 計量法第173条により､

処罰 (50万円以下の罰金) されますので､ 必ず検査を受けてください｡
mino(�p�

10：30～11：00 竜飛今別漁協 (旧奥平部支所)
11：30～12：00 竜飛今別漁協東部支所 (砂ヶ森)
13：30～14：00 竜飛今別漁協 (旧袰月支所)

minq(�r�

10：30～11：00 竜飛今別漁協 (旧大泊支所)
11：30～12：00 浜名公民館
13：30～14：00 大川平文化会館

mins(�t�

10：30～12：00 役場前 (※中央公民館)
13：00～14：30 役場前 (※中央公民館)

7�89:;

役場総務課企画担当 ３５－２００１又は､ 青森県商工政策課計量検
定グループ ０１７－７３９－８５５５
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※
町
に
住
所
を
有
す
る
３
歳
以
下

(

平
成
17
年
４
月
２
日

誕
生
日
以
降)

の
子
ど
も
さ
ん
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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